
6 広報 いたばし 令和６年(2024年)11月16日(土)

※費用の明示がないものは無料

楽しく歌って♪心も体も元気に‼いたばし歌声広場　11月21日（木）13：30～15：00   グリーンホール2階ホール

ピアノの生伴奏で歌詞はスクリーンに映し参加者全員で唱歌・懐かしい歌を歌います。予約は不要です。参加費1000円  ☎03-3975-3514
広 告

行　事 と　き 内　容 対　象 定　員 ところ・申込・問

板橋の暗
あん
渠
きょ
を辿
たど
る 12月１日㈰10時～12時 中央図書館周辺を辿る暗渠ツアー ― 20人

(申込順)

11月16日㈯朝９時から、電子
申請(区立図書館ホームペー
ジ参照)で、中央図書館☎6281
－0291

ひだまり朗読会 12月１日㈰14時～15時 朗読の会「もくよう会」による朗読 中学生以上 20人
(申込順)

11月17日㈰朝９時から、直接
または電話で、西台図書館☎
5399－1191

折り紙講座 12月１日㈰14時～15時30分 折り紙でクリスマスリースづくり 小学４年生以上 16人
(申込順)

直接または電話で、蓮根図書
館☎3965－7351

オリジナル御朱印帳を
つくろう 12月１日㈰14時～15時30分 選んだ絵柄で御朱印帳づくり

※費用：１冊1000円 中学生以上 10人
(申込順)

11月16日㈯10時から、直接ま
たは電話で、成増図書館☎
3977－6078

バリスタ・中楯聡によ
るコーヒーの淹れ方セ
ミナー

12月１日㈰14時～16時 講義・実践 中学生以上 20人
(申込順)

11月16日㈯朝９時から、直接
または電話で、東板橋図書館
☎3579－2666

えいごでおはなし会 12月14日㈯14時～14時40分 英語の歌や手遊び・絵本の読み聞
かせ ― 15人

(申込順)
11月30日㈯朝９時から、直接
または電話で、赤塚図書館☎
3939－5281

クリスマスおはなし会

12月15日㈰11時～11時45分 大型絵本・紙芝居の読み聞かせな
ど

小学生以下のお子さんと
その保護者

15組
(申込順)

12月１日㈰朝９時から、直接
または電話で、東板橋図書館
☎3579－2666

12月18日㈬15時30分～16時15分 大型絵本や紙芝居の読み聞かせ、
工作など

15組
(先着順) 中央図書館☎6281－0291

12月22日㈰11時～11時30分 大型絵本・紙芝居の読み聞かせ、
パネルシアターなど

15組
(申込順)

12月８日㈰朝９時から、直接
または電話で、小茂根図書館
☎3554－8801

漫画ワークショップ 12月22日㈰10時30分～12時 漫画家による講義・実習「作品づく
りのコツ・描き方など」 小学生～中学生 15人

(申込順)
11月16日㈯朝９時から、直接
または電話で、氷川図書館☎
3961－9981

しみずでかげえ 12月22日㈰14時～15時 影絵グループ「あけびの会」による
影絵劇

中学生以下のお子さんと
その保護者

70人
(申込順)

11月25日㈪朝９時から、直接
または電話で、清水図書館☎
3965－9701

劇団銅鑼イベント 来年１月11日㈯ A14時～14時30分B15時～15時30分 劇団員による朗読劇 A小学生
B中学生以上

AB
各40人
(先着順)

中央図書館☎6281－0291

新春　絵本のカルタ会 来年１月12日㈰14時～14時40分 絵本「わにわに」の読み聞かせ、カ
ルタ遊び

A３歳～未就学児
B小学１～３年生

AB
各５人
(申込順)

12月４日㈬朝９時から、直接
または電話で、蓮根図書館☎
3965－7351

※申込方法の明示がないものは、当日、直接会場へ。
※中央図書館は第２月曜・月末日休館。そのほかの図書館は第３月
曜・月末日休館。
※小茂根図書館は12月２日㈪～７日㈯休館冬のの図図書書館館行行事事

い
た
ば
し
区
民
文
芸

9
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分

歌
壇　
宇
田
川
寛
之　
選

▼
天　
面
会
の
度
に
夫
問
う「
こ
こ
は
ど
こ
」リ
フ
ォ
ー
ム

期
間
の
施
設
入
所
を

伊
藤
圭
子

▼
地　
土
だ
け
の
鉢
見
せ
に
来
る
園
児
あ
り
元
気
に
育
て

そ
の
花
と
君

及
川
信
一

▼
人　
人
生
の
河
に
静
か
な
夕
闇
が
ひ
っ
そ
り
と
今
ト
ン

ボ
を
呼
ん
で

坂
井
傑

▼
評　
天
賞
、
リ
フ
ォ
ー
ム
期
間
の
み
夫つ
ま
を
施
設
に
預
け

る
が
、
面
会
の
た
び
に
切
な
い
問
い
掛
け
。
ど
の
よ
う
に

答
え
た
の
か
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地
賞
、
園
児
が
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せ
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来
た
土
だ
け
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鉢

に
は
、
い
ず
れ
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が
咲
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。
同
じ
よ
う
に
育
て
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と
い
う

年
長
者
の
願
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。
人
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、
人
生
と
い
う
河
に
夕
闇
が
あ
り

小
さ
な
ト
ン
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を
呼
び
込
む
。
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韻
あ
る
一
首
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俳
壇　
中
村
和
弘　
選

▼
天　
め
い
つ
ぱ
い
伸
ぶ
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梯は
し
子ご

や
松
手
入

石
橋
冨
美
子

▼
地　
前
後
ろ
背
に
も
マ
マ
チ
ャ
リ
年
の
暮

三
井
清
一

▼
人　
闇
割
っ
て
稲
妻
走
る
古
戦
場

和
田
幸
久

▼
評　
天
賞
、
松
手
入
は
秋
に
行
う
。
一
番
高
い
所
ま
で

伸
ば
し
て
の
作
業
。
松
の
匂
い
。
光
景
が
目
に
浮
ぶ
。
地

賞
、
マ
マ
チ
ャ
リ
の
前
と
後
に
子
を
乗
せ
更
に
も
う
一
人

負（
お
）ん
ぶ
し
走
る
。
年
の
暮
若
い
お
母
さ
ん
は
忙
し
い
。

人
賞
、
古
戦
場
を
一
瞬
稲
妻
が
闇
を
割
り
走
る
。
古
い
に
し
えの
合

戦
の
ど
よ
め
き
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
。

川
柳　
尾
藤
川
柳　
選

▼
天　
久
々
の
風
の
便
り
に
無
事
を
知
り

中
村
百
合
子

▼
地　
名
月
を
観
賞
中
も
止
ま
ぬ
汗

高
橋
三
千
代

▼
人　
着
飾
っ
て
ペ
ッ
ト
も
参
加
七
五
三

鈴
木
あ
き
ら

▼
評　
天
賞
、
ネ
ッ
ト
時
代
の
風
の
便
り
。
よ
り
人
間
味

の
あ
る
知
ら
せ
。
地
賞
、
彼
岸
ま
で
猛
暑
だ
っ
た
時
事
。

人
賞
、
主
客
転
倒
の
時
代
。

　
集
句
中
に「
川
柳
に
う
れ
し
悲
し
み
託
す
我
」と
い
う
句

が
あ
っ
た
。
嬉
し
い
一
句
だ
が
、「
わ
れ
」は
自
明
。「
川

柳
の
手
に
嬉
し
さ
も
悲
し
み
も
」と
い
っ
た
単
な
る
報
告

調
と
は
違
う
描
写
体
の
表
現
が
有
効
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
も

▼
申
込
・
問
＝
12
月
１
日（
必
着
）ま
で
、
は
が
き
に
部
門

（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
別
）、
作
品（
１
人
各
部
門
１
作

品
で
未
発
表
の
も
の
）と
必
要
事
項（
申
込
記
入
例
８
面
参

照
）を
明
記
の
う
え
、（
公
財
）板
橋
区
文
化
・
国
際
交
流
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１
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3
1
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0
※
文
字
は
楷
書
で
丁
寧
に
。
漢
字
に
は
ふ
り

が
な
も
明
記
。
※
入
選
作
品
の
他
誌
へ
の
投
稿
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。


